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	ポイント

	
	・分析中空気が入らないように注意する。

(9) 水準ビンの上下操作はゆっくり行い、吸収ピペット内で気泡を作らないこと。

(9)(10)ビューレットや吸収ピペットの標準線以上に液を上げないこと。

(14)測定値の誤差範囲

　 ＣＯ２   ±０．２％以内

  Ｏ２・ＣＯ ±０．３％以内



	


標準線





風船





排出口





水準瓶





はい





以下同様にＯ２・ＣＯの順に測定する








測定値は


誤差範囲内か





再測定は行ったか





ラインの共洗い法


三方コックをⅡ方向とし、水準瓶を上げ、ビューレット内ガスを排出口より排出し、三方コック閉。


ロ．三方コックをⅠ方向とし、ビューレットにガスを入れる。


ハ．イ項目に基づき排出する。


ニ．同上要領を２～３回繰返し、共洗いを行う。





吸収液


ＣＯ２      水酸化カリウム溶液


Ｏ２        ピロガロールと水酸化カリウムの混合液


ＣＯ       アンモニア性塩化第一銅溶液





開  始





終 了





ガス減少量をもって　　ＣＯ２ガス量とする





はい





いいえ





いいえ





水準ビンとビューレットの水位を合わせガス減少量を読み取る





吸収液液面をピペット標準液に合わせ③コックを閉める





水準ビンを４回以上上下し、ＣＯ２ガス吸収操作を行う





③コックを開ける





ビューレットと水準ビンの水位を合わせて正確にガスを１００ｍL入れ、三方コックを閉める





～





～





(7)





(6)





(14)





(13)





指をゆるめガスをゆっくりビューレットに導入する





風船のゴム管を指で押さえ三方コックを↓方向とする
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(1)





(9)





(8)





ビューレット水位を１００ｍLに合わせ、三方コックを閉める





三方コックをⅡ方向とする





連絡ラインの共洗いを行う





ガス風船を取付ける
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